
八尾市は、平成１７年４月２５日に八尾市立しおんじ

やま古墳学習館（以下「学習館」）をオープンしま

した。学習館は、国指定史跡である心合寺山
しお ん じ や ま

古墳を

紹介する施設であり、古墳について学ぶことができ

る展示室と図書情報コーナー、周辺の史跡や緑を求

めて散策する人々のためのガイダンスホールから成

っています。このうち展示室だけが有料で、その他

は無料スペースとなっています。

学習館は、文化財関連施設としては府内で初め

て指定管理者を導入した施設ですが、４月末の連休

直前にオープンしたということもあって、５月末ま

での約一ヵ月の来館者は３,４８２人、うち展示室の観

覧者は、１,９７２人と多数の方が来られています。ま

た、近隣にある歴史民俗資料館でも前年比で約２倍

の利用者があり、相乗効果を生んでいます。

心合寺山古墳は、八尾市の東部にある高安山に残

る全長１６０ｍの中河内最大の前方後円墳です。昭和

４１年に国指定史跡になり、古墳本体の用地買収を行

った後は、周囲をフェンスで囲み、主に小・中学校

の学習のために許可制による公開を行ってきました。

しかし、古代史ブームによって人々の歴史や文化

財への関心が高まり、また、史跡内を通る里道にお

いて埴輪が一部露出する事態が生じたため、早急に

保存整備を行う必要性に迫られました。そこで平成

４年度に学識経験者による史跡整備委員会を立ち上

げ、整備の方向性や保存について指導をいただき、

発掘調査に着手しました。調査は、平成１４年度まで

１０次におよび、その成果をもとに平成６年度に基

本構想を、平成１２年度には基本設計を策定しました。

整備とその基礎となる調査については、平成１２年

度まで史跡等保存整備事業、平成１３年度から１６年度

までは史跡等活用特別事業および史跡等総合整備活

用推進事業などの国庫補助金を受けて進めました。

また、併行して史跡等購入国庫補助金を受けて整備

に必要な用地の公有化も図りました。

今回の整備は、八尾市総合計画である『やお未

来・元気プラン２１』において、「市民文化活動の伝

承と創造」を基本施策として、歴史的な文化遺産の

本市での位置づけ背景と過程
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保存と利活用の推進に主眼に置いており、やお歴史

ロマン構想と高安山エコミュージアム構想の２つの

プロジェクトに位置づけされました。

やお歴史ロマン構想は、「豊かな時間を過ごすこ

とができるまち」をテーマとして、歴史資源を市民

の力で掘り起こし、八尾の歴史を再現することを目

指したものです。発掘調査によって得られた成果は、

新聞やテレビなどのマスコミを通じて市民に公表さ

れ、現地説明会や歴史民俗資料館での速報展示、文

化庁が主催する全国巡回展示にも遺物を出品しまし

た。このような公開によって、市民と交流する機会

をつくり、さらに学習館の展示では、製作途中に市

内の小学校の先生や児童を見学してもらい、意見を

聞いて展示に反映しました。

高安山エコミュージアム構想は、高安山の自然環

境や歴史遺産などの地域資源を活用して市民が互い

に交流し、地域や市民活動グループによる活動によ

って高安山全体を自然･歴史体験型のミュージアム

として保全していくものです。

高安山には、貴重な自然環境が残されており、多

くの池や川、木々、そして日本バラタナゴなどの生

物や昆虫が生息しています。また、全国有数の高安

古墳群、府内最大級の愛宕
あた ご

塚古墳、古代の高安城、

信貴
し ぎ

山城、十三塚、恩智神社、玉祖
たまおや

神社など文化財

の宝庫でもあります。

心合寺山古墳と学習館は、このような自然環境や

文化財を中心として地域全体をミュージアムとして

保存・育成・展示するエコミュージアムの核となる

ような施設として位置づけられました。

エコミュージアムで重要となるのは、市民活動を

通して地域を考え、暮らしやすい環境を自ら創り出

していこうという点で、その方法は、行政と市民が

協働し、運営を進めることです。行政が資金や施設

といった資材を提供し、市民はアイデア・ノウハウ

をもって、両者が運営に携わることが基本であり、

市民が主役となる分権型社会に相応しいものです。

このような観点から、学習館は指定管理者制度を

導入し、公募の結果、ＮＰＯ法人が指定管理者とな

りました。今後、体験学習やワークショップ、講演

会など行政とは異なるフットワークで進めてもらう

つもりです。

また、今後の古墳の保存・活用において重要なこ

とは、地域との連携です。古墳を保存するための整

備は行政が行いましたが、活用や保存には地域の

人々の協力が不可欠です。エコミュージアムは、

「文化遺産の現地保存」、「住民参加」といった、既

存博物館とは異なった発想があります。地域の人々

とともにしおんじやま古墳学習館でこれを実践して

いきたいと考えております。
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